
ＡＷＢＣあさひかわオープンカレッジ 

第 4回   「戦前の旭川における防災への取組み 

～新聞史料を中心に～」        

平成 23年 11月 5日（土）14：00～15：30 

講師：旭川工業高等専門学校 教授 平野友彦       

概要：東日本大震災発生後、防災意識が高まっていますが、戦前の旭川では 

防災についてどのような取り組みをしてきたのでしょうか。新聞史料を中心に 

今後の防災対策に生かせるものはないか探ってみたいと思います。 

 

     

                                                                         

アンケートより・・・ 

・古い新聞や書物を見て昔の事が実感できました。 

・現在の防災・安全は昔の人の活動によるものと思いました。 

・防災の歴史から通して、現在の防災体制が早期から構築できたのだと感謝している。 

・生まれる以前の全然分からなかった事を知りとてもよかった。 

・国の命令には絶対服従だったのには改めてびっくりした。 

・今後の旭川市の防災体制に役立つのではないだろうか（一つの考え方として） 

 

                          


